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「特定内科系診療（仮称）」対象疾患案の記載法
1．対象疾患の選択

①専門外からも、だれがみても重症である・手間がかかると納得できるような入院疾患

②内科系医師の負担（肉体、精神、知識・経験・判断、技能・手技、拘束）が総合的に判断して強い疾患（肝移植など外科系疾患を含む場合はのぞく）

③急性期医療、生死にかかわるような疾患

（＊慢性期でも内科特有の大変さを伴う疾患もあると思いますが、今回はアピールしやすい急性期疾患を中心に提案したいと考えています。慢性期疾患については次のステップで考えたいと思います）

④症例数がある程度あるもの

⑤できればアウトカム評価の改善がみられているもの（例　生存率の向上など、濃厚な手間のかかる医療が有益であるエビデンスを示せるもの）が望ましい（必須ではありません）

⑥比較のための参考として誰がみても軽症な一般的疾患も一つ提示ください（例　呼吸器領域の急性気管支炎や軽症肺炎など）
2．記載する事項
診断名・DPCコード
MDC01～MDC18の診断名とICDコードを記載する。その上で、「特定内科系診療」に選定する上での条件となる重症度や処置（例：人工呼吸器）など、対象をさらに限定する条件を原則として付記する。
現在、データとして入手可能なDPCのEFデータも参考に解析する予定ですので、候補疾患がうまくdata mining可能でない場合には、特定するため内容を再調整させていただく場合があります。例えば、重症間質性肺炎では、重症の定義があいまいであることから、間質性肺炎の疾患群に人工呼吸器の処置を組み合わせて特定内科系診療の疾患を定義する、など。
DPC6桁分類については、「DPC電子点数表　診断群分類点数表のてびき　平成22年4月版」などを参考にして下さい。定義表にICD10コードもあります。
記載例

●疾患名（急性呼吸促迫症候群　）ICD10コード　（J80）

　　絞り込みに必要な場合は、該当する処置・重症度 （人工呼吸器　）


対応する現行のDPC6桁分類（040250）

